
チ
ョ
ウ
ケ
カ
フ

長
家
家
諮
九
答
。
長
谷
部
信

抽
出
か
ら
起
銀
し
、
加
賀
滞
に
仕
へ
た
長
辿
削
・好
辿
・

辿削肌
・向抽出
・前
述
・
拍世泌
・泌
起
・辿
愛
・
泌
弘
・辿
恭

の
凶
艇
が
杷
さ
れ
て
ゐ
る
。
辿
間
以
前
は
能
殺
の
白

山
氏
の
m
m宇
一
知
る
に
挙
考
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る

が
、
国
よ
り
制
作
史
の
肢
を
脱
せ
ず
し
て
、
抽
出
併
が
多

い
。
今
長
氏
文
献
相
悼
の
巾
に
牧
必
ら
れ
て
活
字
に
附

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

チ
ョ
ウ
ケ
キ

長
家
記

一
加
。
長
九
郎
左
衛
門

辿
剛
山
父
子
が
浅
井
畷
役
に
苦
践
し
た
次
第
、
及
び
そ

の
家
士
の
戦
功
を
科
附
記
し
て
あ
る
。
関
係
者
が
向
存

命
中
の
岡
山
町
で
あ
ら
う
。

チ
ョ
ウ
ケ
コ
モ
ン
ジ
ヨ
ル
イ
サ
ン
長
家
古
女
書

類
穏

加
賀
滞
の
老
医
長
家
に
併
は
る
文
相
口
を
、
凡

そ
類
に
従
う
て
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
織
田
信
長
時

能
月
切
の
守
政
吉
見
翻
隆
の
女
。
正
平
六
年
(
観
肱
二
〉

E
H凶
辿
は
拡
時
宮
方
で
あ
っ
た
足
利
直
接
に
脳

ひ
、
桃
列
直
治
と

uhに
比
叡
山
に
帥
押
し
、
京
耐
を
攻

め
て
添
訟
を
逐
う
た
。
直
義
乃
ち
代
っ
て
京
に
入
旬
、

敏
氏
・
硲
附
直
と
賊
ひ
、
後
館
氏
と
和
し
、
彼
を
し

て
帥
直
を
放
せ
し
め
た
。
朝
日
正
平
七
年
(
制
限
三
〉
二

且
愈
氏
の
直
殺
を
殺
し
て
か
ら
、
附
一
辿
は
寧
氏
に
回

し
、
そ
の
命
を
受
け
て
際
際
に
京
り
、ぬ
抽
出
点
久
と
カ

を
協
は
せ
て
宮
方
と
戦
う
た
。
是
を
以
て
鎗
氏
は
、

同
年
凶
辿
に
加
賜
す
る
に
能
積
深
井
保
を
以
て
し

た
と
い
ふ
o
M旧
後
同
辿
は
自
ら
隣
障
に
位
し
て
伊
集

院
の
地
荷
額
L
、
弟
宗
一
山
出
荷
し
て
深
井
保
に
伎
し
、

能
殺
の
本
領
及
び
新
恩
の
地
そ
領
せ
し
め
た
。
深

升
保
の
何
れ
で
あ
る
か
は
今
明
ら
か
で
な
い

0
4
フ

カ
牛
ホ
深
井
保
。

チ
ョ
ウ
ヲ
ヨ
ウ
ケ
ツ

聴
旬
要
訣

一
加
。
第
氷

元
年
石
川
部
的
来
の
例
入
硝
升
続
制
が
、
例
句
の
作

法
荷
担
し
た
も
の
で
あ
る
。

代
の
泊
息
に
最
も
似
偵
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
今
長

一
領
内
に
一
向
宗
青
禁
じ
て
ゐ
た
が
、
粗
削
μ
は
怨
H

聞
が

氏
文
献
集
中
に
牧
め
ら
れ
て
稲
子
と
な
っ
て
ゐ
る

一
あ
っ
た
か
ら
、
謙
信
は
之
そ
利
用
し
、
彼
が
上
治
の

が
、
そ
の
巾
の
第
一
一
辿
と
第
二
週
と
だ
付
は
俗
文
部

一
際
加
切
の
一
向
一
俊
や
し
て
妨
出
口
せ
ざ
ら
し
め
る

で
あ
ら
号
。

一
錦
、
金
制
作
御
扮
に
言
っ
て
交
持
す
る
こ
と
宇
-
腐
し
た
。

チ
ョ
ウ
ケ
ソ
ウ
ギ
ョ
ウ
キ

長
家
創
業
記
↓
ノ

一
組
民
乃
ち
使
命
常
完
〈
し
、
天
文
一

一十
二
年
知
事
に

プ
ツ
ラ
キ
併
辿
担
。

一
謙
信
に
加
賀
札
町
通
治
せ
し
め
た
。
凶
っ
て
謙
信
は
そ

チ
ョ
ウ
ケ
ハ
ッ
ト

長
家
法
度

一
加
。
加
鈎
裕

一
の
努
に
報
い
る
お
、
市

mに
本
町
一
寺
そ
建
て
L
領
内

老
院
長
氏
の
法
度
判
で
、『
跡
々
如
巾
出
会
出
向
御
法
度

一
一
向
宗
の
惣
録
所
た
る
こ
と
や
e

許
し
、
永
松
元
年
に

可
相
守
事
』
と
あ
る
よ
り
以
下
八
ャ
伎
で
あ
る
。
亥
三

一
票
っ
て
そ
の
竣
成
そ
見
た
。

且
三
日
附
で
あ
る
の
は
、
犯
文
十

一
日
ヰ
で
あ
ら
う
。

一

チ
ョ
ウ
ゲ
ン

潮
源

割
引
咋
術
協
谷
妙
成
寺
田
代

チ
ョ
ウ
ケ
ユ
ラ
イ
キ

長
泉
由
来
記

一
加
。
長

↑
に
位
し
た
。
そ
の
終
艇
は
明
ら
か
で
な
い
。

谷
部
信
辿
の
高
名
よ
り
鎮
守
e

起
し
、
洲
山
町
騒
動
に
終

一

チ
ョ
ウ
ザ
ン

超
玄

館
前
陳
ぬ
超
勝
寺
巡
起
の

る
点
か
ら
見
て
、
長
谷
部
信
辿
犯
の
政
部
川
で
あ
る
こ

一
子
。
白
川
副
の
弟
。
品
市
街
此
祭
。
公
名
少
納
。
能
架
部

と
が
判
る
。
併
し
此
の
務
者
は
務
め
て
枠
制
に
犯
さ

一
本
折
削
師
寺
漣
敬
の
後
や
嗣
い
だ
P
U子臓
四
年
八
且

う
と
欲
し
た
鎚
に
、
長
谷
部
信
辿
視
に
な
か
っ
た
照

一
十
七
日
白
州
鮒
視
の
時
、
光
敬
寺
山
創
設
の
お
に
且
柿

々
の
項
目
が
附
け
加
へ
ら
れ
、
此
叫
に
山
科
の
池
刷
出
世
一

口
に
対
た
れ
た
。
附
に
大
制
内
坊
と
抑
制
す
る
も
の
是

述
べ
る
に
さ
ま
で
必
裂
で
あ
る
と
忠
は
れ
ぬ
古
文
白

一
で
、
大
町
内
は
本
折
の
う
ち
抑
協
寺
所
在
の
地
で
あ

の
政
通
を
も
縦
せ
て
あ
る
。

一
る
。

チ
ョ
ウ
ケ
ユ
ラ
イ
キ
キ
ガ
キ

長
家
由
来
問
客

一

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
イ
ン

超
玄
院

七
日
市
滞
中山
第
四

一
加
。
長
家
同
来
杷
に
於
い
て
略
記
せ
ら
れ
た
柿
野

一
代
前
川
利
腿
の
法
獄
。

nし
〈
は
組
玄
院
娃
雲
市
山
里

騒
動
の
似
米
売
時
述
し
、
叉
良
白
川
辿
の
畑
山
内
妨
米

・
一
大
防
士
。

長
氏
家
臣
の
枝
功
札町
列
訟
し
て
民
ろ
。

一

チ
ョ
ウ
ケ
ン
サ
ン
ヨ
ウ

朝
窓
纂
要

一
冊
。
宛

チ
ョ
ウ
ケ
ン

澄
賢

白
山
本
宮
の
M
N
E
o
蛇
川

一
政
五
年
間
m

H
M
川
右
。
人
持
制
の
士
が
、
年
中
の
定

親
元
日
程
文
明
十
年
七
且

H
八
日
の
僚
に
は
m
m
K
の

一
出品
川
父
は
稜
城
の
際
に
於
け
ろ
服
装

・
制
度
怒
に
就

息
図
采
坊
沼
氏
と
掛
川
せ
、
白
山
比
時
制
枇
文
書
に
長

一
い
て
心
得
べ
き
こ
と
を
集
録
し
た
の
で
あ
る
。

平
二
年
九
且
乃
↑
甲
山
永
百
七
年
七
月
に
液
伐
の
肌
朗
建
紙

一

チ
ョ
ウ
ケ
ン
ジ

長
賢
寺

閥
均
郁
二
宮
に
在
つ

が
あ
り
、
白
山
宮
前
川
眼
前
中
記
録
に
延
徳
三
年
十
且

一
て
、
興
宗
東
振
に
印
す
る
。

十
一
日
石
川
却
の
土
謀
総
城
宗
弘
が
本
宮
に
閑
人
し

一

チ
ョ
ウ
ケ
ン
ベ
ン
モ
ウ
シ
ョ
ウ
町
見
便
蔵
鈴

た
時
、
長
碇
彼
氏
の
子
酬明
快
肪
被
範
の
m
制
服
し
た
こ

一
一
加
。
有
稼
永
点
が
江
戸
の
人
必
近
道
印
際
井
牢
知

と
が
見
え
る
。

一
か
ら
mm受
し
た
測
内
川
法
に
工
夫
そ
加
へ
て
、
之
そ
子

チ
ョ
ウ
ケ
ン

超
賢

一
向
宗
の
的
。
初
め
信
濃

一
武
氏
に
mm
へ
、
武
点
亦
工
夫
脅
試
み
て
貸
永
八
年
に

笠
原
本
雲
寺
に
佐
し
、
後
刷
此
荷
避
け
て
経
後
春
日
山

一
寝
袋
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
附
廷
に
移
っ
た
o
笛
時
銭
後
は
上
移
鳩
信
に
邸
L
、
一

チ
ョ
ウ
コ
澄
固

チ
ヨ

白
山
本
宮
の
長
官

ho
nは
小

圃

松
梅
材
院
の
子
。
読
令
に
曲賞
は
れ
、
文
政
元
却
そ
の

寂
後
長
夜
の
股
や
-
削
出
グ
、
天
保
=
一
括
i
b且
八
日
七
枇

惣
長
夜
の
給
回
目
を
得
、
広
化
二
年
七
月
十
二
日
六
十

七
磁
を
以
て
消
化
し
た
。

チ
ョ
ウ
ゴ
ウ
澄
合

白
山
本
宮
の
長
淀
。
澄
四
国

の
刻
。
天
明
沢
和
十
汚
岳
町
寂
し
た
後
そ
謎
ぎ
、
文
化

十
二
年
六
十
七
"批
で
七
社
惣
長
更
の
給
出
田
中
-得
た
。

チ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

長
光
寺

羽
咋
郁
赤
附
に
あ
っ

て
、
民
宗
取
祇
に
邸
し
、
光
恐
山
と
観
す
る
。

チ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

長
光
寺

臥
京
消
鈴
鹿
に
あ
っ

て
、口
県
世
間
取
涯
に
毘
す
る
。

山
獄
は
冷
谷
山
。

チ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

長
興
寺

眼
目
同
郡
小
舟
に
在
っ

て
‘
日
間
吉
田
に
邸
す
ろ
。
寺
犯
に
、
文
明
元
年
日
航

の
草
創
と
す
る
。

チ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ

長
興
寺

腿
路
側
無
関
に
在
っ

て
‘
田
県
宗
取
振
に
邸
す
る
。

山
川
町
は
法
制
山
。

チ
ョ
ウ
コ
ク
イ
ン

長
谷
院

』
ハ
セ
イ
y

長

干

-E
。

今
企
除
助チ
ョ
ウ
コ
ク
ジ

長
谷
寺

J
ハ
セ
ジ
長
谷
寺
。

チ
ョ
ウ
コ
タ
ジ

長
園
寺

金
mm泉
寺
町
に
在
っ

て
、
安
宅
山
と
脱
し
、
印
刷
宗
に
臨
す
る
。
初
は
応

張
に
在
っ
て
、
玉
商
寺
の
子
院
で
あ
っ
た
が
、
実
正

十
三
年
本
寺
と
共
に
小
松
に
移
り
、
前
回
利
治
の
宛

後
金
柑
仰
に
持
制
し
た
。
こ
の
寺
今
は
制
限
い
。

チ
ョ
ウ
コ
ヲ
ジ
マ
チ

長
国
寺
町

金
期
の
泊
四
町

名
。
冗
品
開
九
年
の
地
子
町
肝
煎
絞
許
附
に
、泉
寺
町
-

m徳
寺
町
・
長
凶
寺
町
と
孤
ベ
縦
せ
て
あ
る
。
今
此

の
町
名
が
抱
え
た
。
明
日
し
元
品
開
頃
は
六
斗
林
の
小
名

で
、
長
附
寺
の
前
巡
り
宇
一呼
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。

チ
ョ
ウ
サ
イ

超

西

』

チ
ク
ゲ
y
チ
ョ
ウ
サ
イ

竺
原
超
商
。

チ
ョ
ウ
ザ
ン
ギ
ン
オ
ツ

趨
山
楓
混

石
川
榔
曹

洞
宗
大
東
寺
二
十

一
代
の
住
待
。
州
山
春
闘
回
の
法
嗣
。

五
三
七


